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論文内容の要旨
ふ;研究は.地方における高齢者同居住宅の半出型と老親と子世帯の住みわけの特徴を明らかにすること
により，同居住宅の計画理論の指針を得ょうとするものである。特に，高度成長以降の地ノj都市に流入し
た若年層が今日では同居世帯;を形成しつつあるζとに注目しこの新しく形成された同居世帯(創設同居
と定義〉と農村圏を中心に存在する伝統的な同居世俗(相続同居と定義)とにまず大きく分け.さらに居
住形態による業(同一棟と別棟)をも加えて， 3つの異なる同居タイプ(創設同属の同一棟居住，相続同
居の|司一棟.相続|司屈の別棟)に分け.I百j居世帯の今目的居住の特徴を論じている。
まず，創設同居と相続同居について.国勢調査と住宅統計調査の経年的・地域的分析から創設同居の形
成と増大は経済成長の影響を色濃く受けていることを示すとともに.創設同居の増加は雇用者同居と商工
業主同居との増加が大きく影響していることを明らかにしている。
つづいて，創設同居ーの同一棟平面型については続きHIJをもっ型だけで‘なく，いわゆるLDK型があり，
都市化の影響がみられること，そして老親と下!日帯の住み分けを想定した住宅はほとんどみられず，従来
のままの続き間や座敷などの接客空間を重視してとり，個人の部屋になりやすい居室(残余室と定義)を
増やすことで同frIiに対応していることを示している。住み分けについては，食事は一緒に，だんらんは別
々にという傾向があり，領域の構成も老親と子夫婦それぞれ独自の領域と.共通した食事やだんらんの家
族生活の3つを独立佐保する傾向が強いが，家族生活領域は子夫婦が中心的に使うことを示しているの
相続同居の同一棟については.居室数の多さや中廊卜の存在 (ζれによりいわゆる才モテ空1mと日常生
活雫聞に分けられる〉が.大きな特徴点であることを示しつつも.続き間などの確保を重硯し残余室を
増やすことで同病に対応しているという点では創設i司屈と問機の傾向であることを示している。住み分け
については.食事，だんらんは一緒の世帯が多いが，だんらんのとられ方に創設同居とは異なる，一緒の
だんらんの後での別だんらんが少数ではあるが行われていることを示している。領域の構成では基木的に
は創設同居と同じであったが，家族生活領域に老親領域が重合する事への抵抗が少ない点を指摘している。
最後に相続|司屈の}lIJ棟平而型は，大半が続き闘をもっ型であるが.男IJ棟をもつことによって母屋の中に
続き1mや居間との連続した主をもっ開放的な平面型が大半を占めていることを示している。住み分けにつ
いては，食事はー緒に.だんらんは別々にという分離のルールがある地域と両者共に分離している地域と
があるが，老親が高齢になると炊事の援助のため食事の分離が崩れることを指摘しているじ
今後，夫婦~.仲.の時間や関わりを保障していく行為として，だんらんの分離要求はかなり強くなると考
えられるが，老親の高蹴化の影響を受けるため，食事の分離は必ずしも進むとはいえない。そこで同居住
宅としては，老親・イー世需の中心は台所及び食事室ということになり.このfi'p.fr及び食事室とは独立した
空間として子世帯の居1mを確保することが，大変重要となることを示している。
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論文審査の結果の要旨
わが国高齢者において一般的な同居居住は.居住実態すらまだ明確になっていない研究状況にある。
本研究は，そのような状況下で，高齢者が同居する戸建て住宅を対象に.住宅平面と住まいjjの関係を
包括的に整理することにより.今後に向けた住宅計砂l論上の指針を得ることを目的に取り組まれているの
第1章では，同居世帯を「相続同居」と「創設同居」というユニークな対概念によって暫理し，戦後に
おける両タイプの推移を統計的に検証している。相続!司屈と創設同居は，住宅半曲i.住まい方，住居観が
いずれの面でも対象的な点に着目し.統計的に前者が減少，後者が増加する，同居居住の全国的な構造変
化を概括することに成功している。
第2章から第4章の分析では共通の方法論を設定している。同居を敷地と棟の関係から詳細に見れば，
同一棟尻ー住と別棟居住があることに着目し.同居居住の支配的な3タイプー創設同居.相続同町，別棟居
住(隣屑)ーを抽出し.平面と住まい方の関係を中心に分析している。
住宅平面の分析にあっては，先行研究の成果を本研究に適用し. LDK型系列と続き間型系列に分ける
平而分類法をもちい，住まいブjの分析については.領域形成という分析紬を設定している。
第2章は，創設同居の同一棟居住を分析している。平而選択では， LDK型系列がやや優勢な分布とな
っている。領域形成についてみると，全例において老親，子夫婦とその子どもはそれぞれ寝室を確保でき
ており，同居の住まい方の差違は，もっぱら家族生活領域に現れているという指摘が注目される。
第3章は，相続l司屈の同一棟居住を対象としている。住宅千・商は，四つの間型を原型とし家族生活領
境として続き間と居間を確保しているタイプが原型を占めているc 相続同居の住宅では，老親・子夫婦・
家族生活の傾域区分は容易であるが.老観領域と家族生活領域とは重合している事例が多く見られるのこ
れに対し子夫婦領域と家族生活領域の分離は概して明瞭であり.創設世帯とは逆に，子夫婦領域におけ
る2次だんらんが少なくないのが注目される。
第4章は，相続同居のいまひとつの流れとしての隣居を取り上げている。隣居の住宅形態としては，
母屋，別練ともに.台所，食事室等を備えている場合が多く.老親と子世帯との住生活はほぼ完全分離し
ている。老親は概して母屋に居住し独立意識が強い。老親と子世帯の交流は，別棟に台所があっても，子
世帯が母犀で炊事を行い老親・子世帯が揃って食事を取るという形をとるのがーー般的であるc 隣町・の問問ー
形式は，前2者のそれに比べて老親と子世帯との生活分離が一層すすんでいるのが注目される。
この研究は次の2点で高く評価される。ひとつは，わが悶の高齢者同居の現状を，相続同居と創設同居
の対概念で分析し居住形態としては漸次，相続同居から創設同居に収赦して行くことを示したこと，い
まひとつは，両方の居住形態に共通して，老親と子世情の関係には，就寝分離はもとより.住行為の多く
の面において分離を図ろうとするベクトルが働いていることであるの生活行為の公私分離化という意味に
おいて，住まいの近代化は，高齢者の同居届住にも浸透していることが明瞭に論証されている。
以上のように本研究は，高齢者向屑の支配的な3つの住まい方の分析を通じて，高齢者と子世帯との住
み分け構造をほぼ明らかにしており，得られた知見が今後の高齢者住宅研究に与える指針はまことに大き
いものがある。以上の審査結果から，本論文は博士(学術)の学位に値すると思量される。
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